
 

PRESS RELEASE 

株式会社バンダイナムコフィルムワークス 

 

統合による 3 社の強みを融合進化させた新作を続々展開！ 

バンダイナムコフィルムワークス春期新作ラインアップ紹介 
SNS を活用したオリジナル IP の人気拡大や、ライブ感溢れる新たな劇場作品を展開 

40 年以上に渡りアニメーションを中心としたオリジナルＩＰ* を創出し続ける株式会社バンダイナムコ

フィルムワークス（代表取締役社長：浅沼 誠、本社：東京都杉並区）は、2023 年春の新作ラインアップと

して、さまざま作品を展開しています。  

＊  Intellectual Property：キャラクターなどの知的財産  

TV アニメシリーズでは、オリジナル IP として新たに演劇ガールズプロジェクト『ワールドダイスター』の

放送が開始。また、Season1 で人気を博した『機動戦士ガンダム 水星の魔女』Season2 が 4 月より

放送され、毎話、放送直後は Twitter の世界トレンド上位を占めるなど大きな話題を集めています。 

劇場作品では、スチームパンクを基調としたスパイアクション『プリンセス・プリンシパル Crown 

Handler』第 3 章が 4 月 7 日（金）より公開中。5 月 20 日（土）からは、“劇場で体験する夢のライブエ

ンタテインメント”をコンセプトに全編ライブの構成となっている『劇場版アイドリッシュセブン LIVE 4bit 

BEYOND THE PERiOD』が公開となります。「ラブライブ！シリーズ」からは『ラブライブ！虹ヶ咲学園

スクールアイドル同好会』の新作エピソード OVA『ラブライブ！虹ヶ咲学園スクールアイドル同好会  

NEXT SKY』が６月 23 日（金）劇場公開予定です。 

＊  OVA：  オリジナル・ビデオ・アニメーションの略で、パッケージ販売を主目的とするアニメ作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

左から『ワールドダイスター』、『機動戦士ガンダム 水星の魔女』、『プリンセス・プリンシパル Crown Handler』第 3 章、『劇場版アイ

ドリッシュセブン LIVE 4bit BEYOND THE PERiOD』、『ラブライブ！虹ヶ咲学園スクールアイドル同好会  NEXT SKY』  

2022 年 4 月のサンライズ、バンダイナムコアーツ（映像事業）、バンダイナムコライツマーケティングの

統合を経て、3 社の力をしっかりと融合進化させ、世界中のファンに向けてこれまで以上に多種多様な映

像をお届けしていきます。 

202３年 4 月 28 日 



 

 

■バンダイナムコフィルムワークスのブランド戦略  

「サンライズ」や「エモーション」といった長年磨き上げてきた個性はこれからも重要なブランドとして成

長し続けます。 
 

【サンライズ】 

「ガンダムシリーズ」、「ラブライブ！シリーズ」、「コードギアスシリーズ」等、

主に SUNRISE Studios 制作のオリジナルアニメーション作品を中心と

するブランドです。 
 

【エモーション】 

当社製作作品を収録し制作・販売する Blu-ray・DVD などのパッケージ

商品の統一ブランドです。 

※1983 年に誕生した自社レーベル「EMOTION」の長年に渡るパッケージ商品の展開を踏まえ、

2023 年 1 月より当社パッケージ商品の統一ブランドとして運用する運びとなりました。 

 

■浅沼社長メッセージ 

～新年度のバンダイナムコフィルムワークスの展開に寄せて～  

2022 年の 3 社統合から 1 年が経過し、今年の 4 月には３つに分かれていた拠点を荻窪のホワイト

ベースに統合、それぞれの力をさらに融合・進化させ、これまで以上に多種多様な映像をお届けできる環

境が整ってまいりました。 

「“いいもの”をつくり続ける」という企業理念に基づき、自社制作スタジオを保有しているメリットや、

これまでに築き上げてきたさまざまなパートナーとの多様な連携を最大限に活かしながら、皆様にお楽し

みいただける「IP の創出」と、より多くのファンの皆様に届くよう「IP の拡大」に益々注力してまいります

ので、ぜひご期待ください。 

 

【バンダイナムコフィルムワークス・ニュース】  

全社会議「One BNF Meeting2023」開催 

バンダイナムコフィルムワークスでは、統合後、多彩な社員が互いを認め合い、強みを活かし合うことで

新たな価値創造が活発化するよう、さまざまなコミュニケーション施策を行っております。その一環とし

て、4 月 18 日には全社員が一堂に会する「One BNF Meeting2023」を開催しました。 

本会議では経営陣から改めて統合への想いが語られ、各部門からも IP 創出の戦略・施策や、販売力

拡大に向けたさまざまな情報が共有されました。バンダイナムコフィルムワークスがアニメーション製作に

関わる多様な部門で構成されていることを再認識し、その強みをどう活かし合っていくかを考える場とな

りました。 
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